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llB治 16年 (1883)、 東京都芝区 (現港区)で生まれる。25歳で父親の家業を継く
゛
が画家になる夢を諦め

されず、日本画家 。鏑木清方の間を叩いたが、20代 も半ばを過ぎた遅い始まりに難色を示さオl洋画家
の道を進められた。白馬会葵橋洋画研究所に入り岡田二郎助から洋画を学ぶ。しかし洋画の世界では

挫折を経験し、明治43年 (1910)27歳 の時、一度は入門を断られた清方に再度入間を申し出て許され、
「巴水Jの画号を与えられる。tti正 7年 (1918)、 伊東深水の版画 「近江八景Jに影響を受けて版画家
に転向。同年に塩原二部作を制作、数々の作品を渡辺版画店より発表し始める。以降、生涯にわたり

風景版画を数多く刊行。昭和32年 (1957)、 自宅において胃癌のため死去。
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